
 1 

令
和
四
年
度 

一
般
選
抜
（
前
期
日
程
） 

 

小 

論 

文 
 

注
意
事
項 

 

１ 

試
験
開
始
の
合
図
が
あ
る
ま
で
、
こ
の
問
題
冊
子
の
中
を
見
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

 

２ 

こ
の
問
題
冊
子
は
、
表
紙
を
含
め
て
７
ペ
ー
ジ
あ
り
ま
す
。
ま
た
解
答
用
紙
２
枚
と
下

書
き
用
紙
２
枚
が
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

試
験
中
に
問
題
冊
子
や
解
答
用
紙
、
下
書
き
用
紙
の
印
刷
不
鮮
明
、
ペ
ー
ジ
の
落
丁
、

乱
丁
お
よ
び
解
答
用
紙
の
汚
れ
等
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
手
を
挙
げ
て
監
督
者
に
知
ら

せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

３ 

解
答
用
紙
に
は
解
答
欄
以
外
に
次
の
記
入
欄
が
あ
る
の
で
、
監
督
者
の
指
示
に
従
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
正
し
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。 

（
１
） 

受
験
番
号
欄 

（
２
） 

氏
名
欄 

 

４ 

受
験
番
号
、
氏
名
が
正
し
く
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
採
点
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

 

５ 

試
験
終
了
後
、
問
題
冊
子
、
下
書
き
用
紙
は
持
ち
帰
っ
て
く
だ
さ
い
。 
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問
題
１ 

表
は
、
内
閣
府
に
よ
る
全
国
の
60
歳
以
上
の
男
女
６
千
人
を
対
象
と
し
た
調
査
に
お
い
て
、「
あ

な
た
は
、
一
般
的
に
何
歳
頃
か
ら
「
高
齢
者
」
だ
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
問
い
に
対
す
る
回
答
の
結
果

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
年
は
、
平
成
11
年
、
平
成
16
年
、
平
成
21
年
、
平
成
26
年
の
４
回
の
も

の
で
あ
る
。
問
１
～
２
に
答
え
な
さ
い
。 

 

問
１ 

表
か
ら
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
読
み
取
れ
る
か
、
あ
な
た
が
最
も
重
要
と
考
え
る
３
つ
の
傾
向
に
つ

い
て
１
２
０
字
以
内
で
説
明
し
な
さ
い
。 

 

問
２ 

今
後
、「
高
齢
者
」
を
何
歳
以
上
と
定
義
す
る
の
が
妥
当
か
、
そ
の
理
由
を
、
表
を
参
考
に
し
な
が

ら
１
７
０
文
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

 
 

 
 

                       

表 高齢者と思う年齢に関する意識調査結果（対象 全国の 60 歳以上の男女 6,000 人）（％） 

調査年 

（総数） 

60 歳

以上 

65 歳

以上 

70 歳

以上 

75 歳

以上 

80 歳

以上 

85 歳

以上 

これ以

外の年

齢 

年齢で

は判断

できな

い 

わから

ない 
無回答 

平成 26 年 

（3,893） 
1.1 6.4 29.1 27.9 18.4 2.5 0.3 10.4 1.3 2.6 

平成 21 年 

（3,501） 
2.1 10.8 42.3 27.4 10.8 0.7 0.1 4.5 1.3 - 

平成 16 年 

（2,862） 
4.0 14.0 46.7 19.7 10.7 0.5 0.2 3.1 1.1 - 

平成 11 年 

（2,284） 
3.8 18.3 48.3 14.7 9.7 0.7 0.3 2.9 1.1 - 

注1 内閣府による平成 26 年度高齢者の日常生活に関する意識調査結果（概要版）. p31 （Q28 あなたは、一般的に何歳 

頃から「高齢者」だと思いますか。）より作表。 

注2 平成 21 年までは、調査員による面接聴取法により調査しており、平成 26 年は郵送配布・郵送回収法により調査を実施。 

注3 「－」は選択肢の設定なし 

注4 「総数」は質問に対する回答者数で、100％が何人の回答に相当するかを示す比率算出の基数である。 
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問
題
２ 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
１
～
２
に
答
え
な
さ
い
。 

 

認
知
症
と
社
会 

  

認
知
症
の
予
防
・
治
療
・
ケ
ア
は
、
基
本
的
に
個
人
単
位
だ
が
、
実
際
に
は
個
人
の
問
題
に
と
ど
ま
ら

な
い
。
否
、
そ
れ
以
上
に
地
域
と
関
わ
る
課
題
・
問
題
の
大
き
さ
が
特
徴
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
今
後
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、
地
域
や
社
会
で
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て

い
く
の
か
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
認
知
症
に
関
連
す
る
地
域
や
社
会
の
問
題
点
を
考
え
る
時
、

認
知
症
の
み
な
ら
ず
、
身
体
機
能
と
認
知
機
能
が
連
動
し
て
衰
え
る
「
注
１

認
知
フ
レ
イ
ル
」
の
状
態
も
大

き
く
関
与
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

１·
 

徘
徊
・
行
方
不
明
・
死
亡 

 

認
知
症
の
中
核
症
状
の
う
ち
の
１
つ
で
あ
る
実
行
機
能
障
害
が
起
こ
る
と
、
あ
る
目
的
に
合
わ
せ
た
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
周
辺
症
状
は
、
事
故
や
社
会
的
ト
ラ
ブ
ル
と
結
び
付
き
や
す

い
症
状
も
少
な
く
な
い
（
注
２

図
参
照
）
。
さ
ら
に
、
認
知
症
高
齢
者
の
事
故
の
場
合
、
本
人
の
記
憶
や
判
断

力
な
ど
に
障
害
が
あ
る
た
め
、
正
確
な
原
因
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
対
応
に
つ
い
て
も
不
確
実
・

不
十
分
な
の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
、
徘
徊
・
行
方
不
明
・
死
亡
に
関
し
て
は
、
社
会
的
に
も
大
き
な

問
題
と
し
て
、
よ
う
や
く
そ
の
実
態
と
対
策
に
関
す
る
科
学
的
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
警
察
庁
の
「
行
方
不
明
者
届
受
理
時
に
届
け
出
人
か
ら
、
認
知
症
ま
た
は
認
知
症
の
疑
い
に

よ
り
行
方
不
明
に
な
っ
た
旨
申
し
出
が
あ
っ
た
者
」
の
集
計
・
公
表
に
よ
る
と
、
２
０
１
３
年
中
の
認
知

症
が
疑
わ
れ
る
行
方
不
明
者
数
は
１
万
３
２
２
名
、
そ
の
う
ち
死
亡
し
て
発
見
さ
れ
た
人
は
３
８
８
名
、

３
年
後
の
２
０
１
６
年
に
は
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
行
方
不
明
者
数
は
１
万
５
４
３
２
人
（
男
性
８
６
１

７
人
、
女
性
６
９
１
５
人
）
と
さ
ら
に
増
加
、
死
亡
し
て
発
見
さ
れ
た
人
は
４
７
１
人
、
行
方
不
明
者
も

１
９
１
人
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
班
は
、
こ
の
警
察
庁
の
２
０
１
３
年

デ
ー
タ
を
用
い
て
、
死
亡
発
見
例
と
生
存
発
見
例
の
症
例
対
照
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
対
象
は
、
死
亡

発
見
例
87
名
、
生
存
発
見
例
１
１
７
名
で
あ
る
。
ま
た
、
愛
知
県
で
は
全
54
市
町
村
お
よ
び
愛
知
県
警
の

協
力
を
受
け
、
２
０
１
４
年
、
２
０
１
５
年
の
年
間
の
徘
徊
・
行
方
不
明
例
に
つ
い
て
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に

近
い
詳
細
な
情
報
を
持
つ
デ
ー
タ
（
行
方
不
明
者
総
数
は
２
０
１
４
年
度
４
１
４
人
、
２
０
１
５
年
度
６

８
１
人
）
を
入
手
し
分
析
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
２
つ
の
デ
ー
タ
分
析
を
通
じ
て
、
徘
徊
発
生
に
関
す
る

基
本
的
情
報
に
大
き
な
差
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
全
国
デ
ー
タ
の
結
果
概
要
を
中
心
に
紹
介

し
よ
う
。 

① 

性
別
と
年
齢 

男
性
が
55
％
と
や
や
多
く
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
が
約
70
％
、
な
か
で
も
75

歳
か
ら
84
歳
が
半
数
以
上
を
占
め
て
い
た
。 

② 

世
帯
構
成
別 

「
高
齢
者
の
み
の
世
帯
」
が
約
42
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
高
齢
者
以
外
の
同
居
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者
の
い
る
世
帯
」
37
％
、「
独
居
世
帯
」
約
15
％
と
続
く
。
徘
徊
対
策
と
し
て
は
、
早
期
通
報
・
早
期

捜
索
が
重
要
で
あ
る
が
、
独
居
世
帯
で
は
そ
の
点
が
困
難
と
な
る
可
能
性
が
大
き
く
、
課
題
で
も
あ 

る
。 

③ 

認
知
症
と
の
関
連 

注
３

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
の
人
が
約
26
％
と
最
も
多
か
っ
た
が
、
不
明
や

診
断
の
つ
い
て
い
な
い
場
合
も
多
い
。 

④ 

場
所 

半
数
以
上
は
自
宅
。
そ
の
他
、
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
病
院
、
そ
こ
へ
の
移
動
中
な
ど

様
々
な
場
所
で
発
生
し
て
い
た
。 

⑤ 

季
節
や
時
間 

季
節
間
の
差
は
な
く
、
時
間
帯
は
午
後
か
ら
夜
に
か
け
て
が
、
ほ
ぼ
６
割
を
占
め
る
。 

⑥ 

行
方
不
明
後
の
対
応 

最
も
多
か
っ
た
の
は
警
察
へ
の
連
絡
・
届
け
出
で
約
44
％
、
警
察
に
通
報
後
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
市
町
村
の
窓
口
に
連
絡
・
相
談
し
た
ケ
ー
ス
が
21
％
、
最
初
に
「
見
守
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
な
ど
の
地
域
活
動
拠
点
に
連
絡
し
、
そ
の
後
警
察
に
届
け
た
例
も
約
10
％
に
上
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
警
察
へ
の
届
け
出
や
連
絡
・
通
報
は
合
計
で
75
％
に
達
し
て
い
た
。 

⑦ 

発
見
者
と
発
見
場
所 

最
も
多
い
発
見
者
は
「
一
般
の
方
々
」
で
約
42
％
、
警
察
は
約
27
％
、
家
族

は
約
６
％
に
と
ど
ま
る
。
発
見
場
所
は
様
々
で
、
普
段
移
動
で
き
る
範
囲
内
が
お
よ
そ
40
％
、
近
隣

市
町
村
も
含
め
て
か
な
り
遠
方
で
の
発
見
例
も
お
よ
そ
45
％
に
上
っ
て
い
た
。 

⑧ 

発
見
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
（
愛
知
県
警
デ
ー
タ
） 

「
３
―
６
時
間
未
」（
約
25
％
）
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
６
―
９
時
間
未
」（
約
15
％
）
で
あ
っ
た
。
発
見
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
の
累
積
で
見
る
と

「
９
時
間
未
満
」
で
お
よ
そ
半
数
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
行
方
不
明
か
ら
９
時
間
以
上
経
過
す
る
と
、

発
見
率
は
確
実
に
下
が
っ
て
い
る
。
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明
が
発
生
し
た
場
合
、
い
か
に
早
く
気
づ

き
・
通
報
し
・
捜
査
を
開
始
す
る
か
が
、
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
愛
知
県
警
察
の
と
り
ま

と
め
に
よ
る
と
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
か
ら
警
察
に
届
出
さ
れ
た
時
間
（
不
明
→
受
理
）
は
平
均
７
・

６
時
間
、
警
察
が
届
け
出
を
受
理
し
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
ま
で
の
時
間
（
受
理
→
発
見
）
は
平
均
６
・

６
時
間
、
そ
し
て
そ
の
合
計
時
間
（
不
明
→
発
見
）
は
平
均
14
・
２
時
間
で
あ
っ
た
。
受
理
→
発
見

よ
り
不
明
→
受
理
ま
で
の
ほ
う
が
、
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。 

⑨ 

死
亡
状
況 

全
国
デ
ー
タ
87
名
中
、
回
答
の
あ
っ
た
61
名
の
死
因
は
、
溺
死
（
17
名
：
27
・
８
％
）
、

凍
死
（
13
名
：
21
・
３
％
）、
事
故
（
９
名
：
14
・
８
％
）
、
低
体
温
症
（
８
名
：
13
・
１
％
）、
水

死
（
７
名
：
11
・
５
％
）
、
病
気
（
５
名
：
８
・
２
％
）
、
そ
の
他
（
２
名
：
３
・
３
％
）
で
あ
っ
た
。

特
に
溺
死
お
よ
び
水
死
を
あ
わ
せ
る
と
お
よ
そ
40
％
に
も
な
り
、
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
に
よ
る
死

亡
の
対
策
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
知
見
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
愛
知
県
デ
ー
タ
で
は
、
２
年
間
の

死
亡
発
見
例
は
合
計
34
例
で
、
70
歳
代
に
多
く
、
発
見
場
所
の
う
ち
約
半
数
が
「
水
場
」（
海
辺
、
河

川
、
用
水
路
等
）
で
あ
り
、
警
察
庁
に
よ
る
全
国
デ
ー
タ
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
徴

的
だ
と
考
え
ら
れ
る
死
亡
例
を
類
型
化
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
(a) 

周
囲
に
危
機

意
識
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
死
亡
例
、
(b)
危
機
意
識
が
薄
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

死
亡
例
、
(c)
介
護
力
不
足
が
考
え
ら
れ
る
場
合
の
死
亡
例
、
(d)
認
知
症
と
う
つ
等
の
他
精
神
疾
患
併
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発
に
よ
る
「
自
殺
企
図
」
が
疑
わ
れ
る
死
亡
例
、
(e)
進
行
し
た
糖
尿
病
な
ど
の
重
篤
な
疾
患
を
有
し

て
い
る
場
合
の
死
亡
例 

⑩ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
利
用
と
発
見
時
間
（
愛
知
県
デ
ー
タ
） 

利
用
し
て
い
た
場
合
15
・
８
時
間
、
利
用

し
て
い
な
い
場
合
43
・
０
時
間
と
発
見
ま
で
に
か
か
っ
た
時
間
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
利
用
し
て

い
た
ほ
う
が
早
期
発
見
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。 

⑪ 

自
治
体
で
の
対
応
状
況
（
愛
知
県
デ
ー
タ
） 

見
守
り
の
必
要
性
と
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の

登
録
状
況
に
つ
い
て
分
析
し
た
結
果
、
自
治
体
と
し
て
、
徘
徊
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
事
前
に
「
ケ

ア
会
議
」
等
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
ケ
ー
ス
は
、
約
10
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
徘
徊

の
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者
を
中
心
に
「
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登
録
し
て
い
る
人
は
約
22
％
に

過
ぎ
ず
、
決
し
て
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。 

 

以
上
ま
と
め
る
と
、
認
知
症
高
齢
者
で
の
徘
徊
に
よ
る
行
方
不
明
は
、
認
知
症
の
原
因
や
程
度
な
ど
の

個
人
の
特
性
よ
り
は
、
本
人
以
外
の
要
因
、
特
に
家
庭
的
要
因
や
地
域
や
自
治
体
の
徘
徊
に
対
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
準
備
状
況
と
い
っ
た
社
会
的
要
因
な
ど
、
環
境
要
因
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
中
略
） 

 

注
４

地
域
包
括
ケ
ア
を
目
指
す
Ａ
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お
い
て
、
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
・
行
方
不
明
予
防

対
策
の
中
心
は
、
地
域
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

  

（
鈴
木
隆
雄
『
超
高
齢
社
会
の
リ
ア
ル
―
健
康
長
寿
の
本
質
を
探
る
』
大
修
館
書
店 

２
０
１
９
年
よ
り

抜
粋
、
一
部
改
変
） 
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注
１ 

認
知
フ
レ
イ
ル
：
認
知
フ
レ
イ
ル
は
、
体
重
減
少
、
疲
れ
や
す
さ
、
活
動
性
低
下
な
ど
の
身
体
機

能
の
低
下
と
、
記
憶
力
の
低
下
な
ど
の
認
知
機
能
の
低
下
が
共
存
す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。（
長
寿
医
療
研
究

開
発
費
（2

7
-
2
3

）：
要
介
護
高
齢
者
、
フ
レ
イ
ル
高
齢
者
、
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る
栄
養
療
法
、
運
動
療
法
、
薬
物
療
法

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
に
向
け
た
調
査
研
究
班
（
編
）.

 

フ
レ
イ
ル
診
療
ガ
イ
ド2

0
1
8

年
度
版
よ
り
抜
粋
、
一
部

改
変
） 

 

注
２
「
図
」
は
左
の
と
お
り
（
一
部
改
変
） 

   

 

 
 

            

注
３ 

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
：
認
知
症
は
、
脳
の
病
気
や
障
害
な
ど
様
々
な
原
因
に
よ
り
、
認
知

機
能
が
低
下
し
、
日
常
生
活
全
般
に
支
障
が
出
て
く
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
認
知
症
に
は
い
く
つ
か
の
種

類
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
は
、
認
知
症
の
中
で
最
も
多
く
、
脳
神
経
が
変
性
し
て
脳

の
一
部
が
萎
縮
し
て
い
く
過
程
で
お
き
る
認
知
症
で
す
。
症
状
は
物
忘
れ
で
発
症
す
る
こ
と
が
多
く
、
ゆ

っ
く
り
と
進
行
し
ま
す
。
（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

こ
こ
ろ
の
病
気
を
知
る 

「
認
知
症
」
と
は 

よ
り
抜
粋
、

一
部
改
変 

2
0
2
2

年2

月3

日
閲
覧
） 

 

注
４ 

地
域
包
括
ケ
ア
：
地
域
包
括
ケ
ア
は
、「
医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
で
す
。
そ
の
し
く
み
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

を
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
い
い
ま
す
。（
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

よ
り
抜

粋
、
一
部
改
変 
2
0
2
2

年2

月3

日
閲
覧
） 

   

認知症の症状として、「中核症状」と「行動・心理症状（BPSD）がある。「行動・心理

症状」には周囲から見ると、「徘徊」や「妄想」も、本人なりの背景や理由があると言われ

ている。 

図 認知症の症状 

中核症状 
●記憶障害 
物事を覚えられなくなったり、
思い出せなくなる 

 
●実行機能障害 
計画や段取りを立てて行動

できない 
 
●理解・判断力の障害 

考えるスピードが遅くなる。家
電や ATM などが使えなくなる 
 

●見当識障害 
時間や場所、やがて人との関
係が分からなくなる 

●徘徊 

外に出て行き戻れ
なくなる 
 

●妄想 
物を盗まれたなど事
実でないことを思い

込む 
 
●幻覚 

見えないものが見え
る、聞こえないものが
聞こえるなど 

 
●暴力行為 
自分の気持ちをうま

く伝えられない、感
情をコントロールでき
ないために暴力をふ

るう 

●せん妄 
落ち着きなく家の中
をうろうろする、独り

言をつぶやくなど 
 
●抑うつ 

気分が落ち込み、
無気力になる 
 

●人格変化 
穏やかだった人が短
気になるなどの性格

変化 
 
●不潔行為 

風呂に入らない、排
泄物をもて遊ぶなど 

主な行動・心理症状 
BPSD 

（全国国民健康保険診療施設協議会「認知症サポーターガイドブック」, を基に改変） 
（厚生労働省作成資料「認知症の基礎～正しい理解のために～」, より転用） 
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問
１ 

文
章
中
の
警
察
庁
と
愛
知
県
の
デ
ー
タ
（
文
章
中
の
①
～
⑪
）
か
ら
読
み
取
れ
る
認
知
症
高
齢
者

の
徘
徊
・
行
方
不
明
・
死
亡
に
関
す
る
傾
向
に
つ
い
て
、「
個
人
（
認
知
症
高
齢
者
）
の
特
性
」
を

２
つ
、
「
環
境
要
因
」
を
４
つ
述
べ
な
さ
い
（
１
つ
あ
た
り
４
０
文
字
以
内
）。 

  

問
２ 

傍
線
部
Ａ
に
つ
い
て
、
今
後
、
地
域
や
社
会
で
ど
の
よ
う
な
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
・
行
方
不
明
・

死
亡
の
予
防
対
策
を
と
っ
た
ら
よ
い
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
、
本
文
を
参
考
に
し
な
が
ら
５
０
０

文
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 
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採
点
の
ポ
イ
ン
ト 

 

問
題
１ 

問
１ 問

題
文
に
あ
る
表
か
ら
読
み
取
れ
る
３
つ
の
傾
向
に
つ
い
て
、
適
切
な
文
章
で
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
、

次
の
観
点
か
ら
採
点
し
て
い
ま
す
。 

① 

ど
の
よ
う
な
人
た
ち
の
意
見
か
、
回
答
者
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
こ
と 

② 

最
も
割
合
が
高
い
の
は
４
回
の
い
ず
れ
の
調
査
で
も
「
７
０
歳
以
上
」
で
あ
る
こ
と 

③ 

平
成
２
１
年
と
平
成
２
６
年
は
「
７
５
歳
以
上
」
が
増
え
て
い
る
こ
と 

④ 

平
成
２
６
年
は
「
８
０
歳
以
上
」
が
や
や
増
え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
「
７
５
歳
以
上
」
と
「
８

０
歳
以
上
」
を
合
計
す
る
と
「
４
６
％
」
を
占
め
る
こ
と 

⑤ 

そ
の
他
（
「
６
５
歳
以
上
」
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
こ
と
。
等
） 

問
２ 解

答
内
容
の
妥
当
性
と
し
て
、
次
の
三
つ
要
素 

① 

表
の
調
査
結
果
を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
。 

② 

自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。 

③ 

文
章
力
（
構
成
、
文
法
、
語
彙
な
ど
） 

の
観
点
か
ら
、
論
理
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
採
点
し
て
い
ま
す
。 

 

問
題
２ 

問
１ 解

答
内
容
の
妥
当
性
と
し
て
、
認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
・
行
方
不
明
・
死
亡
に
関
す
る
傾
向
に
つ
い
て
、

「
個
人
の
特
性
」、
「
環
境
要
因
」
を
適
切
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
採
点
し
て
い
ま
す
。 

問
２ 身

近
な
地
域
の
課
題
と
し
て
捉
え
、
そ
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
次
の
三
つ
の
要
素 

① 

本
文
の
デ
ー
タ
を
引
用
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る 

② 

自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
（
対
策
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
） 

③ 

文
章
力
（
構
成
、
文
法
、
語
彙
な
ど
） 

の
観
点
か
ら
、
論
理
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
か
を
採
点
し
て
い
ま
す
。 

 


